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■
健
康
推
進
課 

　
成
人
検
診
事
業
は
、
並
行
し
て
各
種
が

ん
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
集
団
検
診

は
、
森
吉
地
区
と
阿
仁
地
区
・
合
川
地
区

で
終
了
し
、
現
在
は
、
鷹
巣
地
区
で
実
施

中
で
す
。 

　
介
護
予
防
事
業
は
、
栄
養
教
室
、
口
腔

機
能
向
上
教
室
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、

運
動
教
室
の
各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
乳
幼
児
健
診
、
育

児
相
談
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

   

　 

         

　
産
業
部
関
係 

■
農
林
課 

　
水
稲
は
、
播
種
が
ほ
ぼ
例
年
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。
育
苗
期
は
、
全
体
的
に

立
ち
枯
れ
病
の
発
生
も
少
な
く
比
較
的
に

順
調
で
し
た
。
田
植
は
、
５
月
20
日
が
ピ
ー

ク
と
平
年
ど
お
り
で
、
風
の
強
い
日
が
多

く
代
枯
れ
の
被
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
生
育
は
好
天
に
恵
ま
れ
順

調
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
。
田
植
後
は
、

気
象
変
動
に
応
じ
た
水
管
理
に
努
め
る
よ

う
、
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
ま
す
。 

 

新
規
就
農
者
等
の
確
保
・
育
成
は
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
農
業
者
育
成
事
業
で
県
農
業
試

験
場
に
２
人
が
研
修
し
て
お
り
ま
す
。
研

修
で
得
た
知
識
・
技
術
を
活
用
し
、
将
来

の
北
秋
田
市
農
業
の
担
い
手
と
な
る
よ
う

育
成
に
努
め
ま
す
。 

　
市
営
牧
場
は
、
３
牧
場
か
ら
２
牧
場
へ

の
再
編
を
視
野
に
、
草
地
林
地
一
体
的
利

用
総
合
整
備
事
業
を
導
入
し
、
良
質
粗
飼

料
の
増
産
確
保
に
努
め
、
家
畜
農
家
の
生

産
活
動
の
維
持
促
進
を
図
り
経
営
の
安
定

に
努
め
ま
す
。 

　
林
業
施
設
整
備
は
、
木
の
香
る
ま
ち
等

施
設
整
備
事
業
で
、
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
、

今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
向
け

た
設
計
業
務
委
託
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

 

秋
田
の
森
林
づ
く
り
事
業
は
、
内
陸
線
沿

線
の
森
林
を
観
光
資
源
と
位
置
付
け
、
沿

線
の
ス
ギ
人
工
林
間
伐
と
枝
打
ち
及
び
広

葉
樹
林
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

■
商
工
観
光
課 

　
市
で
は
、
１
月
に
「
北
秋
田
市
緊
急
雇
用

対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
企
業
支
援
及
び

雇
用
の
確
保
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事

業
と
し
て
、
延
べ
20
人
の
雇
用
を
創
出
し
、

今
後
、
追
加
募
集
し
て
11
人
を
雇
用
を
す

る
予
定
で
す
。
市
単
独
雇
用
事
業
は
６
名

を
臨
時
雇
用
し
て
、
雇
用
の
下
支
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対

策
基
金
事
業
は
、
県
に
申
請
中
で
あ
り
、

16
名
の
新
規
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
観
光
振
興
は
、
森
吉
山
稚
児
平
の
高
山

植
物
の
保
護
並
び
に
土
砂
流
出
防
止
の
た

め
に
行
な
う
砕
石
運
搬
な
ど
の
環
境
整
備

復
旧
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
吉

山
山
開
き
行
わ
れ
、
１
３
０
名
が
参
加
し
、

今
年
度
の
安
全
登
山
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

            

　
東
京
圏
ふ
る
さ
と
会
は
、
阿
仁
会
の
総

会
が
１
２
０
名
の
出
席
の
も
と
、
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
、
情
報
交
換
の
機
会
と
し

て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

 

　
建
設
部
関
係 

■
都
市
計
画
課 

　
都
市
計
画
道
路
・
太
田
川
口
線
の
工
事

の
状
況
は
、
第
１
期
、
第
２
期
工
事
が
完

成
し
て
お
り
、
第
３
期
工
事
が
６
月
末
ま

で
に
完
成
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
第
４
期

工
事
は
９
月
末
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。 

　
市
の
平
成
20
年
度
建
築
確
認
申
請
総
数

は
２
３
３
件
で
す
。 

■
建
設
課 

　
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
は
、

東
根
田
下
杉
線
の
用
地
売
買
の
仮
契
約
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
は
、
計
画
16

路
線
の
う
ち
測
量
設
計
業
務
委
託
６
件
、

道
路
改
良
工
事
６
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

■
上
下
水
道
課 

　
公
共
下
水
道
事
業
は
鷹
巣
処
理
区
の
、

太
田
屋
敷
後
と
高
野
尻
地
区
の
一
部
、
柳

中
地
区
の
一
部
、
米
内
沢
処
理
区
の
、
根
小

屋
地
区
の
一
部
を
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
上
水
道
事
業
は
、
東
中
岱
地
区
配
水
管

布
設
工
事
１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
米
内
沢
第
３
水
源

地
井
戸
増
設
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託
、

森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整

備
事
業
補
助
申
請
・
実
績
報
告
業
務
委
託

２
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
本
部
関
係

 

■
常
備
消
防 

　
平
成
21
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
災
害

件
数
は
、
火
災
は
８
件
発
生
し
、
そ
の
内

訳
は
建
物
火
災
が
３
件
、
林
野
火
災
１
件
、

そ
の
他
火
災
が
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
救
急
出
場
件
数
は
４
４
７
件
で
、
内
訳

は
急
病
３
１
４
件
、
一
般
負
傷
44
件
転
院

搬
送
43
件
、
交
通
事
故
27
件
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、
４
２
０
人
を
搬
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
助
出
場
件
数
は
、
12
件
で
そ
の

う
ち
１
人
を
救
出
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
の
広
域
化
は
、
第
２
回
連
絡
調
整

会
議
が
開
催
さ
れ
、
広
域
化
の
手
法
に
つ

い
て
大
館
市
が
委
託
、
他
４
市
町
村
が
一

部
事
務
組
合
方
式
と
意
見
が
二
分
し
た
形

で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
後
、

首
長
会
議
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

最
終
判
断
を
委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

            

■
非
常
備
消
防 

　
春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
に
、
各
地
区

ご
と
に
全
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練

を
実
施
し
、
そ
の
後
消
防
車
両
に
よ
る
火

災
予
防
パ
レ
ー
ド
、
ポ
ン
プ
等
の
機
械
器

具
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
消
防

団
長
参
加
の
も
と
消
防
団
員
の
新
規
加
入

促
進
活
動
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

推
進
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
教
育
委
員
会
関
係 

 

■
総
務
課  

　
竜
森
小
学
校
は
３
月
で
閉
校
に
な
り
ま

し
た
が
、
竜
の
子
は
鷹
巣
南
小
学
校
に
お

い
て
も
意
欲
的
で
、
学
習
・
交
通
安
全
子

ど
も
自
転
車
教
室
、
郷
土
芸
能
に
も
果
敢

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
鷹
巣
東
小
学
校
は
創
立
１
３
０
周
年
を

迎
え
、
記
念
事
業
実
施
に
向
け
、
諸
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「
農
山
漁
村
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
生
活
体

験
校
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
鷹
巣
西
小

学
校
は
、
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
の

事
業
内
定
が
あ
り
、
今
定
例
会
へ
関
係
す

る
事
業
費
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　
阿
仁
合
小
学
校
・
阿
仁
中
学
校
・
森
吉

中
学
校
の
耐
震
診
断
業
務
委
託
は
、
７
月

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。 

■
学
校
教
育
課 

　
今
年
度
は
、
幼
稚
園
７
人
、
小
学
校
２
０

５
人
、
中
学
校
２
９
４
人
の
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
の
児
童

数
は
１
６
２
３
人
、
中
学
校
の
生
徒
数
は

９
３
６
人
で
、
学
級
数
は
小
学
校
が
１
０

７
学
級
、
中
学
校
が
38
学
級
で
す
。 

　
各
小
中
学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
、
家

庭
や
地
域
の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
中
学
校
は
、
運
動
部
の
春
季
大
会
が
行

わ
れ
、
鷹
巣
中
学
校
野
球
部
が
全
県
大
会

優
勝
し
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

　
合
川
高
等
学
校
で
は
、
45
人
の
新
入
生

を
迎
え
、
生
徒
数
１
６
４
人
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
寄
宿
舎
入
寮
者
数
は
、
42
人

で
す
。
寮
生
が
健
全
で
安
心
な
寮
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

■
生
涯
学
習
課  

　
生
涯
学
習
関
連
委
員
１
１
６
人
へ
の
合

同
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
、
学
習
者
へ
の

支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
共
働
き

世
帯
な
ど
の
児
童
の
健
全
育
成
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
と
連
携
を
図
り
、
14
か
所
で
４

７
９
人
の
学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
読
書
夢
プ
ラ
ン
事
業
は
、
県
教

委
よ
り
職
員
１
名
が
派
遣
さ
れ
、
阿
仁
公

民
館
図
書
室
を
拠
点
に
学
校
図
書
と
公
立

の
図
書
館
の
支
援
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

通
し
た
読
書
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
高
齢
者
大
学
は
、
高
鷹
大
学

３
０
９
人
、
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
81
人
、

森
吉
大
学
１
２
０
人
、
阿
仁
生
き
活
き
大

学
50
人
で
計
５
６
０
人
の
受
講
生
が
入
学
・

開
講
式
を
終
え
、
自
ら
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。 

　
各
公
民
館
で
は
、
39
講
座
の
定
期
講
座

を
開
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
学
習
の

場
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

　
体
育
指
導
委
員
49
人
に
委
嘱
状
を
交
付

し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け
た
支

援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
第
47
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋

田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
１

５
８
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
完
走
を
目
指
し
、
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。 

            

　
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
は
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
た
管
理
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
の
利
用
者
数
は

３
万
７
５
４
４
人
で
前
年
度
と
比
べ
４
７

１
９
人
の
増
加
で
す
。 

▲赤ちゃんを迎える準備を夫婦で学ぶマタ
ニティ講座 

▲残雪を踏みしめ春山登山を満喫した森吉
山山開き 

▲春の火災予防運動の予防啓発行事でおこ
なった模擬消火体験 

▲春風の中爽やかに健脚を競った第47回河
田杯マラソン・大館北秋田ロードレース大会 

６月定例議会行政報告（その２）６月定例議会行政報告（その２）


